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「国保匝瑳市民病院新改革プラン」に対するパブリックコメントの実施結果について 

 

１ パブリックコメントの結果 

意見の募集期間 平成２９年１月１６日～２月１４日 （３０日間） 

意見の提出件数 提出者数 ２件 

意見件数 ２件 

 

２ 意見の内容及び意見に対する考え方 

№ 意見 事務局（案） 修正 

１ 1ページ 

８行目と９行目の間に以下の文言を挿入する。 

「その主な要因として、自治体病院は①政策医療の観点から在

宅医療の両輪となる訪問看護事業や居宅介護支援事業、夜間救

急医療、小児・周産期医療などの不採算医療等を担う役割を使

命としていること。②医療人材、特に医師不足による診療科の

縮小、病床機能の縮小による医業収益の減少。③国の診療報酬

制度の見直し。④国の自治体病院に対する地方交付税制度等の

見直しがあげられます。」 

 

１９行目～２０行目 

「「地域医療構想を踏まえた役割の明確化」という新たな視点

を」の文言を「地域医療構想を踏まえ、市民や地域の医療ニー

ズに応える自治体病院の役割をいっそう発揮する視点を」に修

正する。 

 

２４行目 

「本プランは将来にわたり持続可能な病院運営を目指すため

に」の文言を「本プランは市民や地域住民の方々がいつでも、

どこでも、誰もが健康で安心して住みつづけられるまちづくり

の一環としての地域医療の充実を目指すために」に修正する。 

 

策定の趣旨に関する文言

の追加修正のご意見です

が、策定の趣旨について

は、現在の記載内容で過

不足ないものと考えま

す。 

 

無 

7ページ 

２、国保匝瑳市民病院の現状 

 ③医療機能 

   ア 病院数 

２行の解説文書に以下を加える。 

「なお、総務省の統計では、千葉県全体の人口１０万人当たり

病院数は一般病院４．０に対して全国平均は７．０であり、精

神病院は千葉県全体０．５に対し全国平均は１．１であり、千

 

新改革プランは、千葉県

の地域医療構想に沿った

計画とするため、参考資

料等については、原則と

して、千葉県内及び香取

海匝医療圏（横芝光町を

含む）としております。 

 

無 

資料 ２ 
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葉県の病院数は全国水準を下回っています。」 このため、本資料におい

て全国平均との比較は必

要ないものと考えます。 

８ページ 

イ 病床数 

２行の解説文書に以下を加える。 

「なお、総務省の統計では、千葉県全体の人口１０万人当たり

の病院病床数９２３．３床に対して全国平均は１，２３６．３

床と全国水準を下回っています。」 

１０ページ 

ウ  診療所数 

２行の解説文書に以下を加える。 

「なお、総務省の統計では、千葉県全体の人口１０万人当たり

の一般診療所数は６０．１施設に対して全国平均は８０．１施

設と全国水準を下回っています。」 

１１ページ 

④医療従事者 

２行の解説文書に以下を加える。 

「なお、総務省の統計では、千葉県全体の人口１０万人当たり

の医師数は１７２．７ 人に対して全国平均は２２６．５人、

就業看護師数は千葉県８４９．３人に対して全国 平均１，１

８７．７人といずれも全国水準を下回っており、千葉県は医師、

看護師とも 絶対数が不足しています。」 

２９ページ 

４．地域医療構想を踏まえた役割の明確化 

（１）地域医療構想を踏まえた果たすべき役割 

①「病床機能」の表題を「病院・病床機能」に改める。 

その上で、文章の最後に次の文言を加える。 

「また、病院の機能としては、医師や看護師など医療従事者を

確保し、地域に不足する医療、とりわけ小児医療、周産期医療、

眼科、耳鼻咽喉科、整形外科など診療内容の充実をはかり、若

者の定住など市民が安心して住みつづけられる地域づくりに貢

献できるようにします。」 

医師確保やそれを必須条

件とする診療科の増設

は、現状では大変難しい

状況です。このため、こ

の新改革プランでは、現

状の体制で病院の経営改

善に取り組むものです。 

無 

３１ページ 

（６）住民の理解→「住民の意見の反映」に改める。 

３行目「その実現は厳しいものがある」を削除し、「引き続きこ

うした市民ニーズを踏まえてより充実をめざすこととします。」 

ここでは、市民病院の経

営改善の取組みに対して

住民の理解を確保するた

めの取組みを記載するも

のですので、記載の変更

は必要ないものと考えま

す。 

無 
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３２ページ 

５ 「経営の効率化」の表題を「病院運営の基本方針」に改め

る。 

（１）「経営ビジョン・基本戦略」の表題を「基本理念」に改め

る。 

その上で、「自治体病院倫理綱領を基本に、その役割と使命を果

たします」を加える。 

市民病院の基本理念の３項「他の医療機関」の次に「、保健、

福祉、介護関係機関」を加える。 

■「経営ビジョン」を「運営理念」に改める。 

その上で、１番目に「・市民の医療ニーズに応える病院」を加

える。 

■「基本戦略」を「基本目標」に改め、「・市民や地域住民の医

療ニーズに応える」を加える。 

 

 

表題等の表記については

現行のままとしたいと考

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３行目「地域の医療機関及び・・・」を「地域の医療関係機関

及び保健、福祉、介護関係機関並びに・・・」と加える。 

 

 

近隣病院との連携強化を

念頭に置いていますの

で、現行の表記としたい

と考えます。 

無 

 

 

 

４行目「人員の適正配置による経費の節減・抑制対策を進める」

を「人員の適正配置により、効率的・効果的な病院運営を進め

る」に修正する。 

人員の適正配置による経

費の節減・抑制につきし

ては、本改革プランで取

り組んでいかなければな

らない大きなテーマです

ので、現行の表記とした

いと考えます。 

無 

３４ページ 

③経費節減・抑制対策 

ア  人員の適正配置による職員給与費の抑制の全文を次のよう

に改める。 

・当病院は、医業収益の悪化に伴い必然的に給与費の占める割

合がどうしても高まることから、医業収益増に努めるとともに、

平成２５年「医療分野の雇用の質の向上のためのとりくみ」（政

府関係６局長通知）や労働関係諸法の順守を基本に、病院機能・

病床規模に応じた適正な人員配置に努めます。 

 

 

 

現状の記載で十分と考え

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

 

・非正規の医療スタッフ等についても、平成２６年７月４日付

け総務省自治行政局公務員部長通知「臨時・非常勤職員及び任

職員の待遇改善について

は改革プランになじまな

無 
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期付職員の任用について」の趣旨を踏まえ、正規職員との均等

待遇など処遇改善と雇用の安定化に努めます。 

いものと考えます。 

３９ページ 

（２）経営形態の見直しの方向性 

９行目「公設公営・公設民営」にとらわれることなく」を削除

し、「市民や地域住民の医療ニーズに応える病院、」に修正する。 

 

 

 

委員の意見として出され

ていますので、現状のま

まとしたいと考えます。 

 

 

無 

 

 

１０行目「経営形態について」を「運営を目的に」に修正する。 現状のままとしたいと考

えます。 

無 

２ 最新の医療機器及び優秀な医師が揃っていれば、市民に意見

を求めることはないと思う。詰まるところ赤字対策をどうする

かということではないでしょうか。そこで、以下提案したい。 

毎年行っている集団健診や個人の意思による骨粗鬆検査、メ

タボ検査、認知症検査、乳がん検査、その他、飲酒・喫煙（ア

ルコール・ニコチン中毒）を含め全て受診は市民の義務とし、

もちろん一定年齢以上が対象であるが、これらをひとまとめに

して人間ドックとして市民病院で行う。低所得者や生活保護家

庭にはそれなりの補助を行うことは当然のことである。 

 この人間ドックは毎年行い、例えば人間ドックを受けない者

や生活習慣病の改善が見られない者に対しては健保の適用から

除外し、以後全て自費負担の強行策をとる。 

 本人になんとかしたいという意思がない者に対しては健保を

適用する必要はない。 

 現在、市は病院に対してどれだけの赤字補填を行っているか

覚えていないが、億単位ではなかったかと思う。人間ドックを

市民病院で行えば、かなり赤字は軽減されることになるのでは

ないかと思う。 

市民病院の収支改善のた

めに、人間ドックを強化

すべきとのご提案につき

ましては、検討委員会で

も病院の経営改善のため

に人間ドックや健康診断

への取組みの充実を検討

し、今後の新病院整備の

検討過程において引き続

き受診者増加に繋がる取

り組みを検討することと

しています。 

なお、疾病の予防及び早

期発見を目的として行っ

ている健康診査等を受け

ない人や健康保持に取り

組む意思がない人への健

康保険適用除外は、国民

健康保険制度の趣旨とし

て、そのような運用はで

きないものであります。 

 

無 


